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映
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申

8
月
計
（
土
）
吉
舎
支
所

前
の
親
水
公
園
に
て
、
今
年
も

ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

した。馬
洗
川
の
水
面
を
幻
想
的
に

彩
る
大
小
五
千
個
の
美
し
い
灯

ろ
う
の
光
と
、
間
近
に
見
え
る

二
千
八
百
発
の
大
花
火
に
、
延

べ
一
万
人
の
来
場
者
が
ひ
と
時

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て

作
ら
れ
た
大
灯
ろ
う
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
個
人
・
団
体
Ⅱ
組
が
出

展
さ
れ
、
審
査
の
結
果
今
年
の

グ
ラ
ン
プ
リ
は
大
仙
会
に
決
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
他
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ム
や
盆
踊
り
な

ど
、
祭
り
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

当
日
朝
の
雨
の
中
で
の
準
備

や
、
翌
日
の
後
片
付
け
を
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
6
月
か

ら
始
ま
っ
た
灯
ろ
う
補
修
や
製

作
作
業
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
多
く
の

方
々
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、

お
か
げ
で
今
年
も
こ
の
祭
り
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
来
年
は
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
吉

舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。（

吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
）

川
魚
の
里
愛
護
会
の
中
心
的
な
活

動
と
し
て
、
毎
年
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
馬
洗
川
親
水
公
園
の
一
斉
清
掃

は
延
期
日
で
の
実
施
に
な
り
ま
し
た

が
、
お
盆
を
控
え
た
多
忙
な
時
期
に

も
拘
わ
ら
ず
2
0
0
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
一
帯
の
草
刈
、
草
取

り
、
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
多
く
の
皆
様
に
、
き
れ
い
な
川

面
の
も
と
で
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
、
重
機
、
ト
ラ
ッ
ク

等
の
運
搬
車
両
を
提
供
く
だ
さ
い
ま

し
た
建
設
業
関
係
の
皆
様
、
ク
ラ
ブ

活
動
を
中
断
し
て
参
加
し
て
く
れ
た

日
彰
館
生
徒
の
皆
さ
ん
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
。
一
般
の
参
加
の
皆

様
、
関
係
者
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

き
れ
い
な
川
と
と
も
に
昔
か
ら
い

た
魚
が
住
み
、
子
ど
も
達
の
は
し
ゃ

ぐ
声
が
聞
こ
え
る
川
の
恵
み
を
大
切

に
す
る
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
松
浦
　
五
法
）
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安
田
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り

安
田
自
治
振
興
会
で
は
、
8
月
1
4

日
　
（
金
）
　
安
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
し
、
約
4
0
0
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
庄
原
市
出
身
の
歌

手
、
上
杉
千
恵
美
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
す
て
き
な
歌
声
に
、
み
な
さ
ん

う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

（
溝
上
　
洋
）

敵
地
紬
涼
の
夕
べ

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
8
月
1
4

日
　
（
金
）
夜
8
時
か
ら
敷
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、

「
納
涼
の
夕
べ
」
　
を
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
保
育
所
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
沿
道
に
並
べ
た
灯
ろ
う
を
見
な
が

ら
、
3
5
0
人
あ
ま
り
の
皆
さ
ん
が

参加。盆
踊
り
　
（
扇
子
踊
り
、
七
ツ
拍

子
）
　
「
あ
り
が
と
う
音
頭
」
、
「
好

き
さ
ふ
る
さ
と
」
　
等
を
踊
り
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん

と
賑
や
か
に
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

周
囲
で
は
青
壮
年
会
の
生
ビ
ー

ル
、
ト
リ
串
、
カ
キ
氷
、
金
魚
す
く

い
等
バ
ザ
ー
が
盛
況
で
し
た
。

（
瀧
本
　
柳
三
）

や
わ
た
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ

八
幡
自
治
振
興
会
で
は
8
月
1
4
日

（
金
）
午
前
9
時
か
ら
会
場
作
り
が

始
ま
り
、
午
後
6
時
3
0
分
一
今
年

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
下
駄
飛
ば

し
大
会
を
皮
切
り
に
　
「
や
わ
た
ふ
れ

あ
い
の
夕
べ
」
　
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
下
駄
飛
ば
し
大
会
で
は
、
後
ろ
に

飛
ば
さ
れ
る
方
な
ど
も
い
て
笑
い
を

取
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

最
後
の
福
餅
ま
き
で
は
地
元
の
各

事
業
主
さ
ん
か
ら
沢
山
の
景
品
提
供

で
大
変
盛
り
上
が
っ
て
幕
と
な
り
ま

した。

（
廣
畑
　
義
行
）

聞

徳
市
自
治
振
興
会

で
は
8
月
1
4
日
　
（
金
）
夜
8
時
か

ら
、
徳
市
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
徳
市
地
区
盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま

した。U
タ
ー
ン
で
帰
ら
れ
た
人
、
泊
ま

り
に
来
ら
れ
た
人
た
ち
と
の
再
会
を

喜
び
、
約
2
0
0
名
が
参
加
し
て
徳

市
音
頭
、
炭
坑
節
な
ど
の
踊
り
、
打

ち
上
げ
大
花
火
、
新
婚
さ
ん
の
紹

介
、
カ
ラ
オ
ケ
の
出
し
物
、
最
後
は

豪
華
景
品
の
当
た
る
く
じ
引
き
で
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
曽
根
　
光
生
）
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羅
翻
地
区
蒸
発
擾
勝
繍

～
吉
舎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
～

8
月
2
9
日
、
5
0
目
に
行
わ
れ
た

『
第
7
回
広
島
県
学
童
軟
式
野
球
大

会
北
部
地
区
大
会
』
に
お
い
て
、
吉

舎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
初
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

初
日
、
二
日
目
と
連
戦
が
続
く

中
、
原
田
健
太
主
将
を
中
心
に
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
っ
て
、
念
願
の
県
大

会
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

星
野
之
利
監
督
、
佐
藤
正
和
コ
ー

チ
の
ご
指
導
の
も
と
、
あ
い
さ
つ
、

基
本
プ
レ
ー
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

モ
ッ
ト
ー
に
県
大
会
で
も
力
い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
吉
舎
少
年
野
球
保
護
者
会
　
高
下
そ
の
み
）

し
ま
な
み
チ
ヤ
レ
ン
。
ソ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
2
0
0
9

今
回
で
H
年
目
を
む
か
え
る
　
「
し

ま
な
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン

グ」。
今
年
は
、
8
月
2
0
日
か
ら
織
目

の
3
日
間
、
町
内
の
小
学
5
・
6

年
生
1
2
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た。
子
ど
も
た
ち
は
、
事
前

く
り
や
飯
ご
う
の
炊
き
方
、

み
海
道
に
か
か
る
橋
の
学

て
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。

初
日
は
、
尾
道
か
ら
渡
船
で
向
島

に
渡
り
、
自
転
車
を
こ
ぎ
始
め

す。
海
を
渡
る
風
は
爽
や
か
で
す
が
、

日
差
し
は
ま
だ
ま
だ
真
夏
の
暑
さ
。

し
ま
な
み
の
風
を
全
身
に
受
け
な

が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
多
々
羅
キ
ャ

ン
プ
場
を
目
指
し
走
り
ま
す
。
夕
方

3
時
半
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

疲
れ
た
体
を
癒
す
こ
と
な
く
、
到

着
し
た
早
々
か
ら
2
日
間
泊
ま
る
テ

ン
ト
を
、
自
分
た
ち
で
設
営
し
ま

す
。
テ
ン
ト
設
営
は
と
て
も
手
際
良

く
み
ん
な
で
協
力
し
て
立
て
、
近
く

に
あ
る
温
泉
に
入
り
、
よ
う
や
く
一

息
。
続
い
て
夕
食
の
準
備
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
が
、
初
日
の
夕
食
を
食

べ
る
こ
ろ
に
は
、
あ
た
り
は
薄
暗
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
班
ご
と
に
ク
イ
ズ
を

解
き
な
が
ら
、
大
三
島
を
巡
る
　
「
し

ま
チ
ヤ
レ
」
　
定
番
の
お
楽
し
み
企
画

「
あ
る
島
探
検
」
　
で
す
。

今
年
は
、
班
ご
と
で
行
い
、
写
真

を
た
よ
り
に
島
の
名
所
・
名
物
を
探

し
て
ま
わ
る
『
ビ
ン
ゴ
形
式
』
で
大

三
島
を
探
索
。
な
か
な
か
難
し
い
と

思
わ
れ
た
問
題
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
班
で
協
力
し
て
し
っ
か
り
解

い
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
海
水
浴
も
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
は
、
2
日
目
の
夕
食
づ

く
り
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
事
前
学
習

で
班
ご
と
に
考
え
、
自
分
た
ち
で
買

い
物
を
し
て
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、

温
泉
へ
行
き
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
出
発
前
に
突
然
の

雨
。
雨
上
が
り
の
蒸
し
あ
が
る
暑
さ

の
中
、
9
時
は
多
々
羅
キ
ャ
ン
プ
場

を
元
気
に
出
発
。

大
三
島
、
伯
方
島
と
順
調
に
進

み
、
大
島
で
は
、
　
「
し
ま
チ
ヤ
レ
」

最
大
の
難
関
「
宮
窪
峠
」
を
走
破

し
、
お
昼
前
に
は
来
島
海
峡
大
橋
へ

到
着
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
橋
を
渡
り
終
え
て
、
昼

食
を
食
べ
た
後
、
夕
方
3
時
に
ゴ
ー

ル
地
点
の
今
治
城
に
全
員
無
事
に

ゴ
ー
ル
日
。
全
長
7
0
k
m
を
超
え
る

し
ま
な
み
海
道
を
自
分
の
力
で
走
り

き
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ゴ
ー
ル
の
笑

顔
は
、
充
実
感
た
っ
ぷ
り
で
、
と
て

も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
I
L
　
「
友
だ
ち
が

で
き
た
！
」
　
と
い
っ
た
感
想
や
　
「
今

度
は
自
分
も
ス
タ
ッ
フ
で
参
加
し
た

い
ー
」
　
な
ど
心
強
い
言
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。（

吉
舎
を
元
気
に
す
る
会
　
松
本
聖
治
）
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事故ゼロを目指す日』です。
ウ歩行中・自転車乗車中の交通事故防止

トベルトとチャイルドシートの徹底

（金）午前10時から

デイ・ライト（昼間点灯）運動

シンボルマーク募集

◆募集期間　　平成21年9月30日（水）まで

◆募集資格　　三次市民又は市内へ勤務するもの

◆募集内容　　運動のシンボルにふさわしいデザイン

用紙の地色を含めて4色以内

他の商標と類似しないこと
◆応募方法　　一人3点以内

A4版白色用紙に印刷したもの

用紙1枚にl作品

応募・問合せ：三次交通安全協会（62－6998）

4

丸
型
ぞ
う
り
〃

夏
休
み
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
8
月
2
2

日
　
（
土
）
、
吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館
と
吉

舎
町
自
治
振
興
連
合
会
の
主
催
に
よ
る

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
ぞ
う
り
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！
」
　
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
鷲
尾
・
迫
田
・
久
門
・

二
井
4
名
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
保
護
者

も
交
じ
っ
て
大
奮
闘
、
今
回
は
ワ
ラ
の
代

わ
り
に
赤
色
の
布
切
れ
な
ど
を
使
っ
て
自

分
の
ぞ
う
り
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

昔
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
知
恵
と
工

夫
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
市
内
一
円
か
ら
2
7
人

が
参
加
し
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
黒
瀬
　
哲
明
）

描
い
た
よ
ふ
る
さ
と
の
風
最

お
話
し
た
よ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
と
美
術
館
あ
ー

と
あ
い
・
き
さ
の
主
催
で
、
小
・
中
学
生

か
ら
募
集
し
た
ふ
る
さ
と
を
描
い
た
作
品

の
入
賞
者
発
表
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

8
月
1
9
日
　
（
水
）
　
に
美
術
館
で
あ
り
ま
し

た。
表
彰
式
の
あ
と
、
審
査
員
の
大
津
英
輔
先

生
か
ら
作
品
の
講
評
が
あ
り
、
続
い
て
展

示
会
場
で
先
生
を
囲
ん
で
の
話
し
合
い
タ

イ
ム
。
先
生
か
ら
遠
近
法
な
ど
に
つ
い
て

基
本
的
に
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

い
、
夏
休
み
の
貴
重
な
学
習
に
な
り
ま
し

た。
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
植
木
美
帆
（
吉
舎
中
3
年
）

優
秀
賞
　
　
新
見
陽
子
　
（
吉
舎
中
1
年
）

佳
作
　
　
　
割
下
　
瞳
　
（
吉
舎
小
2
年
）

佳
作
　
　
　
法
林
　
和
　
（
吉
舎
小
3
年
）

（敬称略）

（
黒
瀬
　
哲
明
）

ク
ラ
ブ
紹
介

郷
土
史講

師
　
新
祖
　
隆
太
郎
さ
ん

楽
生
塾
開
講
当
初
か
ら
ず
っ
と
続
い
て

い
る
ク
ラ
ブ
で
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

吉
舎
の
歴
史
の
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
終
わ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
周
辺
の

歴
史
を
勉
強
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

講
師
三
次
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

市
岡
　
政
彦
さ
ん
他
2
人

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に

取
り
込
ん
で
、
ア
ル
バ
ム
作
成
等
を
習
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
写
真
人
の
年
賀
状
を
作
成
す

る
予
定
で
す
。
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劇団マライ練習風景
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日　時　9月23日（水）午前9時集合（10時入山）

い－いの森キャンプ携

務∴∴ �� 

凝　灘慾窓喜喜≡蓬逐謹選軽輩董重義∴ 　　　　　・叢蔑霜賀買薫繭繭繭駿室 ��� 
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劇団マライ公演

「ビューティフル・サンディ」

お人好しでお節介、そのくせ自分からはなかなか

飛びたてない3人の夢と日常を描いた物語。

（作：中谷まゆみ　　演出：山西マサテル）

と　き　　2009年9月27日（日）

開場13：00開演13：30

ところ　　吉舎生涯学習センター　（入場無料）

後　援　　三次市・三次市教育委員会

茶番米米訴求米米案米米訴米米案米米案米蒸蒸暑

＆　元気ハツラツ教室参加者募集！
ノーヽ

衆目　時　平成21年10月～平成22年2月

米　　　　午後1時から3時まで

米場　所　第2木曜日　海田原教育集会所
＊　　　　　第4木曜日　土井集会所（矢野地）

莱　対象者　65歳以上の方
米参加費　無料
米内　容　健康チェック

米　　　防、認知症予防、レクレーション等

葉申込み．問合せ

＊　こじか荘適所介護事業所（843－3117）
米＊著訴求＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

栄養改善、転倒骨折予ミ

さく ／Iヽ ヽレ フIミ 米一 幕－ ミI乙 ノIヽ さ乙 ／－ヽ’ 薬 �ぅ∴霊罷業荒gfどん付 i主催いこ。の森を育てる会 �1 【 認 

鰯問合せ八幡自治振興会（創3－2566） ��（∠ 琵 � 
＊… ＊購ふ一一一一一一へ一〈一一▲一〈一一一 ���弱 
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未
来
の
昆
虫
博
士
た
ち
が
誕
生
〃

吉
舎
図
書
館
が
主
催
し
た
　
「
『
遊
ぶ

＝
調
べ
る
＝
‥
』
親
子
で
学
ぶ
こ
ん
ち
ゆ

う
教
室
」
　
で
は
、
昆
虫
採
集
の
ル
ー

ル
、
観
察
の
仕
方
、
飼
育
方
法
、
標
本

の
作
り
方
、
標
本
の
ま
と
め
方
な
ど
な

ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

2
回
の
講
座
の
中
で
、
吉
舎
の

に
親
し
み
な
が
ら
、
疑
問
を
解
決
す
る

方
法
を
体
験
し
、
「
自
然
か
ら
自
然
に

自
然
を
学
ぶ
」
　
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
鎧

坂
勝
彦
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

した。ま
た
、
知
和
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
家

の
近
所
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
昆
虫
た
ち
が
生
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
冨
井
　
と
し
み
）

中
広
選
手
の
ル
ー
ツ
は
吉
舎
町
清
綱

で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

じ
っ
は
、
父
親
の
文
武
さ
ん
は
清
綱
で

生
ま
れ
、
育
っ
た
方
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
試
合
当
日
は
吉
舎
か
ら
も

多
数
の
人
が
応
援
に
行
か
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
ー
回
に
ダ
ウ
ン
を
奪
い
、
そ

の
後
は
一
進
一
退
で
、
手
に
汗
を
握
る

好
試
合
で
し
た
。

1
2
0
0
人
の
大
声
援
『
大
悟
』

コ
ー
ル
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
私
も
大

興
奮
で
し
た
。

試
合
は
判
定
に
持
ち
込
ま
れ
2
対
0

で
勝
利
。

次
は
世
界
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
升
田
　
芳
樹
）



8月24日～25日、27日～28日の4日間、吉舎中学校の職場体験で2人の

中学生が吉舎支所の仕事を体験しました。

私は2日目に、「中山間直接支払い制度の現地確

認」のために、いろいろな所にある田んぼの写真を握

りに行きました。

私の知らない所もあり、すごく勉強になりました。

それから、支所では乳幼児健診など沢山の仕事をし

ていることが、今回の実習でわかりました。

（平田　英美）

∴主： �羅；霧滋…ノー 

曲iii 
・高・′． 蕊 � � � ��滋 � � �∴了 

懸∴∴．∴∵： ：；；繁ボー－ 、∴∴潔、∴ ∴＼∴∴∴：「∴ ∴∴∴一∴ �※ �球 � �� � �、、 � 

一読ヾ．： 怒薫 � �＼∴一＼一∴一∴： ��� �� 

職場体験で一句（吉舎図書館）

4日間楽しかったよ仕事をし　　山崎　那威亜

〕、 

●－ 

1，トレーニングマシン利用カ ！　　9月 

iE i！ ��日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 � 

1 �2 �3 �4 �5 

i i i 廿 日 ����☆ �午前☆ 午後× �☆ �◎ �☆ 

6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 � 

☆ �☆ �☆ �午前☆ 午後× �☆ �◎ �☆ 

・！ i i雪 盲 i ii ��13 �14 �15 �16 �1‾7 �18 �19 � 

☆ �☆ �☆ �午前☆ 午後× �☆ �◎ �☆ 

20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 � 
日 日 圭！ ��☆ �☆ �☆ �年制☆ 午後× �× �◎ �☆ 

27 ☆ �28 ☆ �29 ☆ �30 ☆ �：＼録・＼ � � 

僕は、職場体験でパッチングという仕事をしまし
た。

パッチングというのは道路輔修といって、道路に穴

が開いた所をアスファルトで埋めるという作業です。

支所の職員がこの作業をすることは知りませんでし
た。

でも、こんな貴重な体験ができてよかったです。

（立上　佑介）

∴∴「∴「 襲禦照 案彩素点敬二霊駁言 

∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴　∴∵ 

本と人心があれば通じあう
本を読み喜ぶ姿子どもたち

レンダー（吉舎保健センター

10月　　　へ“〝やン ��� 

日 �月 �火 �水 �木 �金 � 

1 ☆ �2 ◎ �3 ☆ 

4 �5 �6 �7 �8 �9 �10 

☆ �☆ �☆ �午前☆ 午後× �☆ �◎ �☆ 

11 �12 �Le �14 �15 �L6 �17 

☆ �☆ �午捌☆ 午後× �午前☆ 午後× �☆ �午日日◎ 午後× �☆ 

18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 

☆ �☆ �年別☆ 午後× �午前☆ 午後× �× �年別◎ 午後× �☆ 

25 �26 �27 �28 �29 �詳 �31 

☆ �☆ �年別☆ 午後× �午的☆ 午後× �☆ �午馴◎ 午後× �☆ 

カレンダーの見方

◎→マシン巡回指導（9：30－11：30）

☆→一般開放日（8：30－22：00）

※次の方は事前にご連絡ください。
17：30以降に利用される方。土曜日利用の方。

午前☆　→　一般開放日（8：30－12：00）

×　　　→　利用できません

※マシンは、◎の日の巡回指導を受け、「利用許可証」をもらってから、利用することができます。

詳しくは吉舎支所総合調整係（43－3111）又は社協吉舎支所（43－3301）へお問合せください。

6



三五媒遭購点拗ラー舗靴

県道太郎丸吉舎線と県道吉舎停車場線の交差点
は、以前から見通しが悪く死亡事故や人身事故な
ども多く発生していることから、3月下旬に中四

字自治振興会、安田自治振興会、交通安全協会吉
舎支部の連名で三次市と県公安委員会あてに「交
通安全施設整備の要望書」を提出しました。

三次市（吉舎支所）で8月初旬に、交差点であ

る優先道路の県道太郎丸吉舎線側110メートル

をカラー（黄色）舗装化しました。

今後もより一層、交通安全意識を持って交通事
故のない運転や歩行を心がけしましょう。

葬
薬用植物の専門家とともに野山に自生してい

る薬用植物を観察し、漢方薬の正しい知識を得

ましょう。

日　時　9月27日（日）午前10時から

場　所　三次市立安田小学校（集合）

参加費　無料

その他　昼食は各自で用意してください。

主　催　広島県／（社）広島県薬剤師会

問合せ先

（社）広島県薬剤師会

（082－246－4317）

拝冨苗冨噂雷「翠‾‾鵡‾瑞‾華二窪華二貯貯豊豊措辞産
広　　　　こんにちは吉舎図書館です

8月の新着図書案内（7月21日～8月20日受け入れ分）

［

土子どもセーフティーマニュアルこんなとき、どうする

拒。てね，おてて絵本　セ‾フ許駕篭／編
目めきめき上達パークゴルフ　　道新スポーツ／編

韓謹器棒シリーズ鳥羽亮／著
西原　理恵子／原作　…

日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、40　冊

【児童書】
くらべる図鑑 （小学館の図鑑NEO＋）

ちびまる子ちゃんの手作り教室　　　さくらももこ

チリメンモンスターをさがせ！

きしわだ自然資料館／監修

おとなりさん

くらべっこのじかん

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。〉

高畠　純／絵

ポリー・ダ

などンノ詰詰！

、

手作りつみきが仲間入りしました。
むぶし会のみなさんに、手作りつみきをいただきまし

た。

木のやさしい香りと音が心地よく、来館された子ども
さんに喜ばれています。

むぶし会のみなさん、ありがとうございました。

暗　　略　　略　　常　　客＿＿啓上…■密一　緒　＿＿常

◎今月のひとこと
午後のお昼寝は、遅くても午後3時半までには起こ
して、ずるずると夕方まで長寝をさせないように

します。
「赤ちゃんがストンと眠る100のコツ」より～

栄二。＿筈＿二惑＿　磐ニ＿鯵二二＿辞二二蜜
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啓一一箪二二劣＝ニ蒋＝＝薯二二鴇＝＿笹

境

目

日

東

日

日

ぁ

日

日

鴇

目

端

日

日

鴇

日
日
。
討
－
日
日
訪
日
日
お
い
日
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隠顕ききまるごと！ �量暗転　【9月“10月】 
平成21年9月 � � 

日　　　　　　　　　　時 �行　　　　　　　事　　　　　　　名 �場　　　　　　　所 

【9月13日（日）】13：00－ �ささ楽生塾映画会『花は散れども』他 �吉舎生涯学習センター 

【9月17日（木）】　9：45～ �安田地区敬老会 �矢野温泉あやめ 

【9月19日（土）】10：00～ �申四字地区敬老会 �矢野温泉あやめ 

【9月20日（日）】10：30～ �八幡地区敬老会 �八幡小学校屋内運動場 

【9月20日（日）】　9：00～ �徳市地区敬老会“徳市区民運動会 �八幡小学校徳市分校 
＼＼月20日（日）】　8：30～ �少年野球吉舎大会 �日彰館高校グラウンド 

【9月21日（月）】11：30～ �吉舎地区敬老会 �吉舎生涯学習センター 

【9月21日（月）】10：30－ �第59回敷地地区敬老会 �敷地寿会館 

【9月23日（水）】　9：〇〇一 �吉舎いこいの森　きのこ祭り �吉舎いこいの森キャンプ場 

【9月25日（金）】13：00～ �ささ楽生塾クラブ活動 �吉舎生涯学習センター 

【9月27日（日）】　9：00～ �吉舎保育所運動会 �吉舎保育所 

【9月27日（日）】10：00－15：00 �薬草に親しむ会 �安田小学校 

【9月29日（火）】11：30－15：00 �献血 �吉舎保健センター 

平成21年10月 � � 

【10月　4日（日）】　9：00～ �パークゴルフ大会（吉舎自治振興会） �安田パークゴルフ場 

【10月10日（土）】 �神殿入 �辻八幡神社 

【10月11日（日）】8：00－12：00 �三次市消防団吉舎方面隊秋季訓練 �吉舎保健センター　他 

【10月18日（日）】10：00～ �ふれあい巴まつり（吉舎自治振興会） �吉舎生涯学習センター 

【10月18日（日）】 �第7回広島県学童軟式野球大会 �しまなみ球場（尾道市） 

発行／『まるごときんさい』編集委員会
吉舎町自治振興連合会〒729－4211三次市吉舎町吉舎718番地1電話・43－7272FAX：43－7272E－mail：kisaiiti－r＠pl．pionet．nejp

三次市吉舎支所　〒729－4211三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112FAX：43－3062E－mail：kisa＠city．miyoshi．hiroshimajp

編集／『まるごときんさい』編集委員会（吉舎町自治振興連合会事務局内）
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く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
締

切
日
ま
で
に
三
次
市
吉
舎
支
所
総
合

調
整
係
又
は
、
取
扱
店
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。取

扱
店

宗
清
商
店

広
山
薬
店

［
く
み
取
り
日
］

［
申
込
締
切
日
］

1
0
月
7
日
（
水
）

1
0
月
2
日
（
金
）

午
後
3
時

［
く
み
取
り
日
］

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

［
申
込
締
切
日
］

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時

1
0
月
　
1
4
日
（
水
）

・
元
I
A
三
次
安
田
支
店
前

午
前
日
時
～
日
時
1
0
分

・
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
駐
車
場

午
前
日
時
0
0
分
～
日
時
4
0
分

・
三
次
市
吉
舎
支
所
前

午
前
日
時
5
0
分
～
1
2
時

※
　
印
鑑
を
待
っ
て
来
て
く
だ
さ
い


